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           国立天文台・天文情報センター・特別客員研究員 中桐正夫 

 

＊ 東京天文台百年記念誌資料－その 2-22-1－ 東京天文台年表（大正元~13 年） 

筆者が引き継いだ東京天文台百年記念誌資料については、アーカイブ室新聞 346 号に「東

京天文台 100 周年記念誌作成時の資料－その 1－」、349 号に「東京天文台 100 周年記念誌

作成時の資料－その 2－」、353 号に「東京天文台 100 周年記念誌作成時の資料－その 3－」、

という記事を書いた。これらの資料は段ボール箱 3 個に入っていたので 1 箱目を－その 1

－、2 箱目を－その２－、3 箱目を－その３－としたのである。これらの資料についてリス

トのみでなく、内容を具体的に紹介する記事を書き始めたが、順不同で筆者が興味深いも

のをかってにピックアップして書いている。今回は 2 箱目の 22 項目について報告したい。

第 349 号のリストには、20 項目のリストがあり、それぞれの項目に更に多いものは 46 件

のサブリストがある。今回は東京天文台の年表についての資料を記事にしてきたので、2 箱

目の関連資料をつまみ食いすることにした。2 箱目の 22 項目目に、 

２２）大正元年～昭和 23 年と書かれた封筒 年表の原稿 39～84 ページ 

とある。今回は、この原稿の大正元年～大正 13 年までの年表を載せる。 

この間の主な事項には（筆者が勝手に行間調整のため選んだ） 

１） 大正 3 年：三鷹移転工事開始 

２） 大正 4 年：東京天文台以外の学術誌に発表した研究論文の別刷集を「年報付録」

として海外に寄贈を始めた。 

３） 大正 5 年：三鷹キャンパスの本館建設工事開始、大正 6 年竣工 

４） 大正 6 年：テッハー分光太陽写真儀、リーフラー一等振子時計 2 基購入、ゴーチ

ェ子午環未だ備付の運びに至らず 

５） 大正 7 年：東京天文台の職員数：台長１、教授 2(内兼任 1)、助教授２（編暦１、

観測１）、助手６（編暦 3、観測 3）、雇員（観測 2、庶務 1）、書記 1、使丁 3、職工

2、計 19 

６） 大正 8 年：寺尾台長→平山台長 

７） 大正 8 年 12 月 6 日午後 1 時：前東京天文台長寺尾博士の送別会を東京天文台講堂

にて台員により開催 

８） 大正 9 年 11 月：一戸直蔵死去 

９） 大正 9 年 8 月 15 日：東京の午砲が廃止されたが、東京市役所社会教育課が引き継

ぎ、当分の間、東京天文台より電気信号法によって時計斉整し、一日も休みなく引

き続く毎日発砲している。 

１０） 大正 12 年 9 月 1 日午前 11 時 58 分：関東地方大震災 

１１） 大正 13 年 9 月 1 日：東京天文台 三鷹に移転 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


